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表紙の紹介表紙の紹介
●表紙タイトル
　夢　はばたけ　未来へ
●表紙の紹介
　迫桜高校では、令和７年度から学級減に伴い、人文国
際系列と自然科学系列を統合し、人文社会、アグリビジ
ネス、情報ビジネス、エンジニアリング、福祉教養の５
系列となりました。それぞれの系列で、特徴を生かした
専門的な授業や実習が行われています。

　
２
月
定
例
議
会
に
１
件
の
陳

情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
東
京
都
新
宿
区
に
お
い
て
顕

在
化
し
た
事
例
を
受
け
て
、
政

党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為

に
関
す
る
早
期
の
実
態
把
握
と

再
発
防
止
を
求
め
る
陳
情

　
米
国
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ

の
軍
事
攻
撃
な
ど
、
国
際
社
会

の
緊
張
が
高
ま
る
中
、
武
力
に

よ
る
威
嚇
や
行
使
は
多
く
の

人
々
の
生
命
と
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
議
会
は
「
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
」
の
理
念
を
踏

ま
え
、
国
連
憲
章
お
よ
び
国
際

法
を
尊
重
し
、
対
話
と
外
交
に

よ
る
平
和
的
解
決
を
強
く
求
め

る
。

　
な
お
、
こ
の
決
議
は
議
員
全

員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

※
決
議
と
は

　
議
会
の
意
思
を
表
明
す
る
議

決
の
こ
と
。
意
見
書
と
は
違
い

法
的
根
拠
は
な
い
。

陳

情

議会傍聴者の声

　傍聴には時間があれば来て
いる。元教育者なので教育関
係の質問を聞きに来ている。
全体を見て市も議員も新しい
顔ぶれになって新鮮になった。

　いつもは、ネットで見ている
が、時間があったので来た。実
際に来てみると距離感が分か
り、いろいろと見えて良かった。

　以前、傍聴のルールを守らず退出
を命じられた方がいたことが印象的
で、ルールを守ることの大切さを感
じた。
　経験豊富な議員は市全体を見据え、
若い議員は身近な課題を中心に見て
いるように感じる。議員や執行部の
入念な準備も伝わってきた。

栗駒　高橋さん栗駒　高橋さん栗駒　高橋さん

栗駒
佐藤さんご夫婦
栗駒
佐藤さんご夫婦
栗駒
佐藤さんご夫婦

若柳　鎌田さん若柳　鎌田さん若柳　鎌田さん

若柳　小山さん若柳　小山さん若柳　小山さん

　生で議員の声を聞きたくてきて
いる。実際に聞くと生の声が心に
響いてくる。多くの方に傍聴に参
加してもらいたい。

　仕事がら地
域の悩みを聞
くことが多い
ので、議会の
生の声はとっ
ても勉強にな
る。

決議・市民の声・陳情・表紙の紹介

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
情
勢
を
含
む

国
際
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
の

平
和
的
解
決
を
求
め
る
（
要
約
し
て
掲
載
）

決　議

令和７年度 視察受け入れ実績（８件）

視察日 団　体　名 視　察　項　目

R7.7.7
秋田県
大仙市議会

移住定住促進の取り
組み

R7.10.8
群馬県
安中市議会

空き家対策

R7.10.28
静岡県
富士市議会

子育て支援

R7.10.29
熊本県
阿蘇市議会

移住希望者向けの相
談窓口や支援制度

R7.10.30
千葉県
野田市議会

移住定住施策

R7.11.14
神奈川県
綾瀬市議会

学校給食事業

R7.12.17
岩手県
山田町議会

移住定住に関する取
り組み

R8.1.30
福島県
会津美里町議会

議会のペーパーレス
会議
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令
和
８
年
１
月
26
日
、
３
市

合
同
研
修
会
が
一
関
市
花
泉
町

に
あ
る
一
般
社
団
法
人　
虹
パ

ー
ク
が
運
営
す
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
「
虹
の
学
園
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
旧
一
関
市
立
花
泉
小
学
校
の

校
舎
を
活
用
し
、
校
舎
内
に
は

工
作
ス
ペ
ー
ス
や
、
け
ん
玉
教

室
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験

を
通
じ
て
生
き
る
力
を
育
む
仕

組
み
で
し
た
。

　
運
営
は
、
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
で
成
り
立
ち
、
学
校

と
の
連
携
も
し
っ
か
り
と
れ
て

い
ま
し
た
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
支
え

る
活
動
は
栗
原
市
で
も
参
考
に

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

研修会

登
米
・
一
関
・
栗
原

　
合
同
研
修
会

豆 知 識豆 知 識豆 知 識議会 会派 編会派 編

目　的　
　団体の皆さんと議員が、テーマを設けて意見交換
を行い、互いの理解を深め、その意見を議会活動に
生かします。
対象者　
　５人以上で活動する団体など。
開催日時・場所
　申込団体と調整の上、決定します。なお、開催時
間は午前１０時から午後８時までの間で、２時間程
度です。
※時期によってはご希望に添えない場合があります。

注意事項　
①報道機関の取材がある場合があります。
②広報活動のため、写真撮影、市ホームページなど
に掲載する場合があります。

申込方法　
　市ホームページに掲載の申込書に記入の上、開催
希望日の４週間前までに議会事務局へ
お申し込み下さい。

議員と語り合おう　出張‼なんでも意見交換会

会派とは
　市政に対する考え方を反映させるため所
属政党に限らず、市政に対する考えや意見
を同じくする議員が集まり、活動するもの
です。
　会派では、政策について意見をまとめた
り、会派代表者会や議会運営委員会などを
通じて、会派同士の調整や合意形成を行い
ます。

・栗原市議会における会派は、議長に会派結成届を提出
した２人以上の議員で構成されます。
・議会運営委員会の委員は、所属議員数の多い会派から
順に割り当てられます。
・会派代表質問の質問時間や、予算・決算の質疑時間は
所属議員数をもとに割り当てられます。
・政務活動費は会派ごとに支給されます。

※栗原市議会の会派結成状況はこちらからご覧に
　なれます。

皆さんの声、お聞かせください

HPはこちら

　


